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山陰

西部の第三系

亙まえがき

ながといわみ

山陰西部地域す荏わち長門･石見国目本海沿岸地域で

ぱんりゆう

は浜固に“浜田海岸県立自然公園"益田には“幡竜

ゆや

湖県立自然公園"がありさらに須佐付近から油谷湾付

近にかけては“北長門国定公園"に指定されている.

したがってこの見地からの山陰西部の第三系の紹介とい

う立場も考えられるのであるカミ1950年小林貞一が“日

本地方地質話中国地方"を著わしてから20余年を経た

今日“中国地方"の改訂版カミ近く印刷されるという様子

もなさそうなのでここでは山陰西部地域第三系の概要

を記述し山陰西部と山陰グリｰン･タフ地域北～北

酉九州地域および瀬戸内地域第三系との比較･検討を

行ないさらに最近の資料から山陰から北酉九州地域

までに分布する第三系との関連を考慮して山陰西部第三

系の構造発達について言及した.これを契機として山

陰西部地域第三系について多くの方々が興味を持たれ

いろいろと御批判下さることを願っている.

謝辞:“地質二一ス"に山陰西部地域の第三系を紹介するこ

とを勧めて下さり原稿を校閲して下さった地質調査所中国

出張所長植田芳郎博士および構造発達の問題について御意

見を寄せられた地質調査所井上英二博士･広島大学総合科挙

部多井義郎教授に厚くお礼申し上げる.

岡本和夫

亙亙山陰西部地域第三系の概観

島根･山口県の日本海沿岸地域第三系の積成盆は吉田

(1953)が指摘したように東から松江出雲大田

浜田益田須佐および油谷湾と20～50kmの間隔を

おいて基盤岩類の間に認められる(第1図参照).この

ような第三系積成盆の配置は北～北酉部九州炭岡地域

にまで続いて認められる(松本1951).松本(1951)

はその成因がNW-SEたいし六NW-SSE方向を軸と

した基盤岩類の大きな浪曲であるとしているが油谷湾

地域でもこの考えを支持する証拠が発見されている(岡

本･今村1964).一方三位･吉谷(1972)は島根県下

グリｰン･タフ積成盆の形成は基盤の“花開岩類の浮き

上りによって生じた貫入方向ないしはそれと共軸方向

での構造再活動であり他の一つは基盤のブロック化

運動である"と述べているカミ積成盆が生じた必然性に

ついては言及していない.

以下では山陰西部の浜田益田須佐および油谷湾

の各積成盆に堆積した第三系を概観する(第1表参照).

浜田地域

今村外治･迦三千寿によって調査された結果がI皿加丁

趾(1957)によって次のようにまとめられている.
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第1図

中国地方備北層灘および川合･久利累層

の分布と貝化石による海域区分一地質区

区分一

会:箪戸皇南霊地震/瀬戸内区

;:灘畿/山陰区

E:油谷湾地域西海区�
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策1表

山陰西部第三系対比表

時代�対州�佐世保付近��筑畿･1ド関��汕谷湾�須佐�益r日�浜m��松江･出雲�庄原�

更新地��伜阯山…山ロノ津層縦�����裏山玄武τ…一価一一一一��三瓶火山^…����

'一･一■''■���������都野～牽層群…舳���甲立礫層�

鮮新世�������������

`一■一.一一�������������

後期�����������舳…1^和久羅山安山岩��

中新世��`一`山`･松浦玄武岩一類��徹欄石'玄武岩��'井敢櫨石'玄武岩��(火山岩々床)�…霞石玄武岩�出雲�眺松江累層冒｡o皿��

��平戸層������ど!､��層���

一一■■一一�↑?�讃11皮鍵一肥前粗1玄武�川����������

���石�������鮮���

������(安山岩類岩脈)�����98布志名累層7｡｡冊��

�粗粒玄武岩��粒川����岬山������

�������高山斑紡岩な��山^一1…^一'`'山����

中期���������粗粒玄武岩��大森累層9��

�酸性火成岩類��石�������石�一｣9卜1500皿��

中新世��9品����油谷湾層群�秦頁岩1･1･｡�奮安田累層漁���久利累層9回��

����������見�150-400m�膚一ヒ�山跳上部頁石層;o｡

��佐世保層群キ����9｡㌔�轟鱗1･一∂�羅豊田累層g涜､�唐鐘累層g､｡､��,1含累層眺�層�

一'■■一■�������������

������700m舳�����200-300皿�群�

��6�������谷壁紫紅�群��下部砂岩層驚?�

�上部��������国��余釧�士冨町累層�

�対�''一''一■一一����1?���府����

���������層�国府型辛石類…�層��

�州層巾部g群辛�相ノ浦層群ぎ辛�������群��波多亜層群��

前期����脇田層ε�日�人丸累層ヨ賦�������

巾新世���I戸屋����������

���層�坂水層∂品�置�峠山累層ヨ島1咀���島小型有孔虫ヒ石∂海棲貝����

��杵島層群眺���������類化石辛植物ヒ石��

�下部��鮮�山鹿層8｡亀�層�_紳黄波戸累層舳���6非海棲貝類化石Φq淡水魚ヒ石酬魚化石����

���大辻�遠賀層∂�群�十楽累層湖皿�������

���層����������

･■一二一1'���群�出山層∂��?���この対比表作成のための主要文献����

漸新世�一一'■一｢一�����(津黄〕安山岩類山����藤田(1964)福問(1972)IKEBEetal.(1972)���

��古第三系�����田万川層群��松本崔夫(1966)宮島･永島･大西(1972)����

'一一一一����古第三系������MUKAE(1958)0KAMOTO(1965)岡本･���

始新世������今111繭二玄武岩����･陶山･松田(1973)笹島･島田･西田(1968)高橋･他(1973)および贋村(1973)���

国府火山岩類

両輝石玄武岩質安山岩両輝石安山岩斜長流

紋岩および角閃安山岩からなる.最下部両輝

石玄武岩質安山岩の凝灰質砂岩から8榊0加Z伽一

9330ψ{(化石名はそれぞれの報告に使用されている名

称をそのまま用いた)および8α∬φ閉3γα刎α"

たどの福井化石植物群を産出する.

やただに

谷田谷累層120m.

砂岩･頁岩･凝灰岩･礫岩の互層礫岩およ

び砂岩からたる.工伽肋刎ろ6r∫0舳0∫伽α

Co妙肋φ伽伽刎ル〃刎伽η{およびCω肋舳α

K〃脇ψ放どの谷田谷化石植物群カミ採集された.

唐鐘累層70m.

礫岩および砂岩からなる.大塚(1937a)は

C67あ尻去〃〃zα勿6ゐ〃〃τつ｢〃ブブ〃6ZZα尾α3oη03αωαθη3ゐ

1)o曲加ノ砂o肋αηo〃〃閉{および8かα¢o伽

3{舳0伽刎ゐ狂どの貝化石を報告している.

��

粗粒玄武岩

MUK畑(1958)はこの地域で大森累層の粗粒玄

武岩の活動を認めている.

益田地域

益田付近の新生界は藤田(1963)により以下のよう

に報告されている.

益困層灘

豊岡累層110m.

下部層は基底礫岩礫まじり粗粒砂岩および

細粒砂岩を伴った黒色頁岩などからなり岩相の

側方変化カミ認められる.上部層はその下隈カミ

03榊αg細∫の密集層で特徴づけられ細粒砂岩

～シノレト岩中粒砂岩およぴ頁岩･砂岩互層な

どからなる.五ηα∂α閉sp.Bα棚Zα"α施伽三ωαケ

Cα〃加刎o幽〃Pθc物尾α舳ん伽〃および

Hα6ψ6物cf.ηo舳κα{などの貝化石が発見さ

れている.

安田累層70+m.

下部層は下限カミ益田凝灰岩層で特徴づけられ

頁岩･砂岩互層からなる.上部層は凝灰質砂岩

を下限とし主として頁岩から狂る.ん伽sp･

および80Z舳ツαsp.などの貝化石を産出する.

益田層灘は幅2～4km長さ10kmのSW-NE

方向に伸びる積成盆に堆積し大賂NE～Nに5

～10｡傾斜する構造を示す.

なお益田層灘を貫く安山岩および玄武岩岩床な

どが認められている.�
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写真①島根県国府町唐鐘浦“千畳敷"唐鐘累層粗～中粒砂岩の海蝕

崖と海蝕台.海蝕台上には多数の球～楕円体状ノジユｰルカミ

認められしばしぱノジュｰル中に貝化石カ茎発見される.天

然記念物に指定されている(神谷雅晴氏提供)､

須佐地域

陶山義仁･岡本和夫が検討中であるが

られた結果(岡本･陶山･松田1973;

1974)は以下のようにまとめられる.

須佐層灘

大～巨礫岩層0～150皿.

これまでに得

陶山･岡本

下部に挾まれる頁岩層から80Z物Z脇α〃η06η一

3みおよびwωηθ"αろα6"αなどの貝化石を産

出する.

中～極細粒砂岩層20～100m.

肋肋砂66肋尾伽〃κ加刎〃ブ〃α刎〃およびA雌

3切ツαg6刎みなどの貝化石オウム貝類のん"α

"刎刎みおよびアオウミガメの化石などが発見

された.

中粒砂岩層を挾む頁岩層345+m.

化石は未発見である.

変質玄武岩および斑米房岩

野島(1941)および杉･久綱(1943)により報

告されたものであり斑紡岩の産状は見掛けは岩

株状であるカミ餅盤の疑いがある.

須佐層灘は北西側に開いた半盆状構造を示す.

油谷湾地域

新生界については岡本〔OK畑｡To〕(!96019651970)

および岡本･今村(1964)の調査･報告がある.また

火山岩類については倉沢･高橋(1960)およびOJI(1961)

などの研究がある.なお今岬玄武岩および津黄安山岩

は本稿で便宜的に用いた名称で岡本･今村(1964)

および岡本〔OKA㎜To〕(19651970)では用いていない.

今岬玄武岩50㎜.

熔岩が主で火山角礫岩を伴う.紫蘇輝石撤櫨

石玄武岩(倉沢･高橋1960)である.

��

津黄安山岩230m.

火山砕屑岩類および熔岩からなる.含紫蘇輝

石ピジオン輝石普通輝石撤櫨石安山岩および撤橦'

石安山岩(OJ11961)でありこれらは地域差に

よる可能性が強い.火山砕屑岩には水流層理が

認められる.

ひ語き

目置層群

じ串うらく

十楽累層18～260m.

大～中礫岩中～細粒砂岩黒色頁岩および

凝灰質頁岩たどからなる.一般に紫赤色を呈す

る.

きわど

黄波戸累層200m.

中礫岩凝灰質細礫岩粗粒砂岩細粒砂岩～

頁岩凝灰岩～凝灰質頁岩･礫～砂岩互層狂どか

こつといひじゆう

らなる.特牛地域の本累層は肥中砂岩層と荒田

凝灰岩層に2分される.G妙η舳沁ぬ5加θη一

5ゐD0∫〃α6脇倣θ肋η3みおよびW吻6桃伽必α

舳肋抄ψo加ωだとの貝化石Pψ"〃5Zω"κ肋

肋g必伽伽･£肋･ηg加α〃9〃肌ω〃θ〃

およびC㈹〃抄伽脇刎吻砂｡刀ク6α刎など野田化

石植物灘と呼ばれる古第三紀型の植物群を産出す

る.

たおやま

峠山累層500?m.

粗粒砂岩灰黒色頁岩細～中粒砂岩および

凝灰質砂岩などからなる.0ブω∫3肋"α〃ゐあ

およびWθ〃θ枕伽励α脇励妙0ηクωなどの貝化石

カミ採集された.

人丸累層500+n1.

灰黒色頁岩細粒砂岩細粒砂岩･頁岩互層た

どからなり中～下部層準で波漣痕が発達する.

最下部層準では00曲6〃Zα刎肋5伽{の密集層

が認められる.Cαゆ伽刎σ肋刎Z勿"ゐ刎あαプ

およびA6〃など大坊化石植物群と呼ばれる台島

型化石植物群(藤岡一男の私信による.詳細は藤岡

によって別途報告される)が発見されている.

油谷湾層灘

いがみ

油谷湾南岸に分布する伊上累層と北～北東岸に�
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がどやまかわしり

分布する角山･川尻累層に分けられ両者は側方

変化の関係にある(第2表参照).

伊上累層80～425+m.

さらにI盈～Ig層に7分されている.紫赤色

凝灰質砂岩大～中礫岩細礫岩粗～細粒砂岩

および角礫岩(rubb1edeposit)などからなる.

C肋舳ツ3c£α閉加ωα{およびん8腕go肋肋狂

どの貝化石を産出する.

角山累層300-m.

大～中礫岩砂岩頁岩および砂岩･頁岩互

層などからなる.頁岩から3肋0ηα曲03α吻α･

η0㈱むおよび丹ψ6舳〃∬加仰τ肋伽加だとの

貝化石が発見された.

川尻累層400m.

砂岩頁岩および砂岩･頁岩互層から校ゆ

藻類石灰岩レンズを挾む.含礫頁岩から肋払

zzα伽伽6他α{だとの貝化石藻類石灰岩からウ

ニ化石E6腕0Zα妙αり05ん伽〃α壬などを採集し

た.

第2表油谷湾層群層序表

油谷湾

南岸

油谷湾

北～北東岸

安山岩類

古銅輝石普通輝石安山岩などの安山岩類岩脈が

各所で発見されまた津黄では流紋岩岩脈が認め

られる(OJ11961).

油���

谷��Ig層�(石灰岩)

�伊�三�川尻累層

湾�｣二�IC層�

層�累��

群�層�Iも屑�角山累層

��Ia層�

戸などに分布する.撤橦石玄武岩は層厚150m

で熔岩と火山礫凝灰岩～火山角礫岩からなる.

へき

目置層群は黄波戸油谷一目置および特牛の

3積成盆に分れて堆積しそれぞれの積成盆で基

盤断層に沿った向斜軸をもつ非対称の向斜構造が

認められ松下(1951)の筑豊型の構造を示す.

油谷湾層群は堆積の初期のものは滴谷湾南岸の

径3km程度の地区に分布し日置層灘と同一の

構造を示すが全般的には周辺海域までENE-

WSW方向に広く分布し同方向の軸でNNW方

向へ傾斜する波状単斜構造を示す.

むかつく

向津具礫層および撤櫨石玄武岩

向津具礫層は層厚5mで向津具地域および島

駄響灘

群の硬い砂岩･頁

織冬岩互層の露頭であ

'のためホノレンフエ

ルスに泣っている

といわれ天然記

嚢念物“ホルンフェ

ルス"として有名

で1/25,000地形

図須佐でも地名と

して“ホルンフェ

議寮欝

ていない.

亙n山陰西部第三系と周辺地域第三系

山陰西部地域の北東側には山陰グリｰン･タフの地域

があり南西側の北～北酉九州地域には“爽炭第三系"

があり中国香稜山地を越えた南東側には瀬戸内(区)

第三系が分布する.これら各地域(地質区)第三系と

の関連において山陰西部第三系を把握する必要がある.

したカミって山陰西部地域第三系の岩相層序と層厚火成

活動海生化石および構造発達などを瀬戸内山陰グ

リｰン･タフおよび北～北酉九州地域(地質区)のそ

れらと比較してみることにする(第3表参照).また山

陰西部地域第三系で注目すべきことを述べる.

岩相鰯序および層厚

山陰西部の4地域に分布し同一時期の積成層である

唐鐘累層および益田･須佐･油谷湾層群について考察す

る.これら相当層は周辺地域(地質区)にも広く分布

している.

山陰グリｰン･タフ地域の波多互層群相当層は浜田地

域唐鐘累層の下位に国府層群として認められるが益田

以西では認められない.北～北酉九州の“古第三系"�
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写真③

山口県油谷町津黄(つおう)

“竜宮の潮吹"北酉の季節

が強く海カミ荒れた時波

浪は津黄安山岩の崖に激突

し陥没した海蝕洞から天

に向かって潮を吹き上げる.

天然記念物に指定されてい

る.岩石は主として含紫

蘇輝石ピジオン輝石普通輝

石撤櫨石安山岩の熔岩で

上部に火砕岩があり水流

層理カミ認められる(油谷町

役場総合企画課提供).

大辻･芦屋層群相当層は油谷湾地域油谷湾層灘の下位

に目置層灘として認められるが須佐以東では認めら

れたい.

須佐以東の山陰の川合･久利累層およびそれら相当層

さらに瀬戸内備北層群とその相当層は一般に礫岩→砂

岩→頁岩(→砂岩)の岩相変化を示す1大堆積輪廻層で

あるカミ油谷湾層群の岩相は主として砂岩頁岩およ

び砂岩･頁岩互層からなり川合･久利累層および備北

層灘とは異なる.

一般に山陰西部では山陰グリｰン･タフ地域の第三系

に比較して層厚カミ薄いといわれている.山陰東部の川

合･久利累層の層厚が数!00～1,200mであるのに対し

唐鐘累層は比較できないが益田層灘は180+mで須

佐層群は500+mであり油谷湾層灘は700nユである.

さらに佐世保層灘は850mの層厚がありそれぞれの積

成盆の位置･性格を考庫すると山陰西部地域の川合･

久利累層相当層は山陰グリｰン･タフ地域のものに近

似の層厚を持ち同様に積成盆は沈降したと推定される.

そして瀬戸内地質区の層厚100m程度の備北層群の状態

とは明らかに異なる.

火成活動

山陰グリｰン･タフ地域についてはMUK畑(1958)の

北酉九州地域については松本(径)(1966)および松本

(径)･松井(1971)などの第三系との関連から扱われ

た火成活動の研究があるが山陰西部ではこのようた観

点からの研究は十分ではたい.

油谷湾地域には岩相から大辻層灘に比較される目置層

灘十楽累層の下位にその時代カミ古第三紀と推定される

今岬玄武岩および津黄安山岩などがありこれら火山岩

類は岩石残留磁気的研究の立場(笹島･島田･酉田1968)

からも古第三紀と考えられている.

こつせき

目置層群中にはしばしば九州地域で“骨石"と呼ばれ

る石英安山岩質凝灰岩層が認められ特に黄波戸累層上

部(特牛地域では荒田凝灰岩層)の凝灰岩層は明瞭で

やま那

芦屋層灘山鹿層上部の“骨石"層に対比できる.

また先にも述べたように浜田地域唐鐘累層の下位

には火山岩類を主とする国府層群カミある.山陰グリｰ

ン･タフ地域の大森累層に相当する火成活動については

浜田地域では粗粒玄武岩が認められているカミ益田地域

でははっきりしない.須佐地域には変質玄武岩および

斑叛岩などがある.油谷湾地域では古銅輝石普通輝石

安山岩などが滴谷湾層群を切る岩脈として認められる.

これら山陰西部における火山岩類は北酉九州における肥

前粗粒玄武岩に比較される(岡本･今村1964).

一方瀬戸内地域の塩町累層および備北層灘には多少の

凝灰質岩カミ抜まれるが明瞭な火成活動は認められない.

第3表

益因層群およびその相当層からみた瀬戸内･山陰･西海区の比較

地質区��酉�海�区�山�陰�区�瀬戸内区�

地�域�北茜九州��油谷湾�須溢浜佐田岡�山陰グリｰン･タフ地域�庄�原�

地�層�佐世保G?��油谷湾G�須益唐佐田鐘GGF�川合･久利F�備北G��

基�盤�袖ノ浦G?(･古第三系･)��目置G(“古第三系")�.国先第三系1府1G�波多SG�塩町F(先第三系)��

岩�相�SS,Sh,SS/Sh��SS,Sh,SS/Sh�Cg1→SS→Sh�Cgl→SS→Sh�Cg1→SS→Sh��

層�厚�850m��700+m�180～500+m�数100～1,200m�1OO±m��

沈降量��大��大�大�大�小��

大森期火成活動��弱��弱�弱�11�激�一�

貝化石の産出��少��少�多�多�多��

〃9.一0カ.の産出��一��一�■�一�1�産�出�



一17一

海生化石

底生小型有孔虫化石灘集

多井〔TAI〕(19571959)はほぼ中国地方全域にわた

る底生小型有孔虫化石灘集を精力的に検討し微化石層

序区分単元として5化石帯を設定したが川合･久利累

層ないしは備北層群相当層では"昭ツ畑ηα一0ク肌〃伽α

化石帯λ妙伽60η〃α一ひ雌θ･加α化石帯および③･

6Z舳"伽一"αブ曲0流θZZα化石帯が認められる."伽

9ツ畑ηαおよび0μκ〃Z加の大型有孔虫が山陰に産出

していないにも拘らず"姥ツ畑〃α一0μ㈹Z加α化石帯

を山陰において認めたことは意義あることで瀬戸内側

と山陰側との当時の海に本質的な相違がたいと考えたか

らであろう.

さらに多井は中国地方第三系の地質区区分を考えた.

す荏わちI瀬戸内地質区および]I～V山陰地質区で

山陰地質区はさらに■内陸盆亜区並外縁亜区w

島根半島亜区およびV隠岐群島亜区である.ここ

で注目しておきたいのは益田須佐および油谷湾地域

が瀬戸内地質区に含められていることである.益田地

域を瀬戸内地質区に含めた理由は明らかでたいが小型

有孔虫化石群から益田地域を瀬戸内区に含める根拠は見

当ら荏い.また主として砂岩頁岩これら互層から

なる油谷湾層群の岩相層序は須佐以東の山陰および瀬戸

内地域積成盆の須佐層群および相当層の岩相層序とは異

なる.したがって小型有孔虫化石群の産出状態も少な

く異なっている(岡本1960)ために多井の化石帯

区分を油谷湾層群への適用は困難が予想される.

貝類化石群集

主として岡本･今村(1971)および岡本(1974)の報

告から述べることにする.

目置層鮮黄波戸･峠山累層は芦屋化石動物群に属する

貝類Gりη舳沽6ゴ5曲㈱ゐC7α33腕ZZα〃肱W3脈

ブ{･α械α･伽妙･肋αP{脈加物〃郷ゐD･･〃α｡肱

肋鮒刎〃5{5ληg〃1刎閉α"{榊ωおよび丁脈r加ZZα加.

介α加物などによって特徴づけられ人丸累層は佐世

保非海生化石動物灘に属する0o彬6〃Zα伽肋5伽{など

を産出している.

唐鐘累層および益田･須佐･油谷湾層群は八尾一門ノ

沢(黒瀬谷)(Arcid-pOtamidfaunaおよびPectinid

fama)動物鮮および東別所動物群の貝類によって特徴づ

けられる.益田･須佐層灘では一般に下位にArcid-

pOtamidfaunaに含まれる貝類上位ではPectinidfauna

および東別所動物群の貝類が採集されている.

策1図は多少誇張されているが中国地方備北層群お

よび川合･久利累層(相当層)の分布と貝類化石群集に

よる海域区分図でその海域は大きく5分される.す

なわち

A瀬戸内南東地域主として備北層群下部砂岩層が分

布し一般に下位に05腕α一曲Z伽刎群上位に

ん伽一Mα･肋一Gむ〃伽〃･群カミ認められ浅海域

の岩礁から砂質底への変化が推定される(糸魚川

���

�

中央地域(主として瀬戸内側)一般に下位から上位

へ0ブα∬･･肋α一Bα棚α〃α鮮“Cα〃舳"一D･･〃α

群と大型有孔虫"悠ツ畑〃α一q卿6〃伽α灘Mω･

Zα刎一"6加0伽群が認められる.熱帯～亜熱帯に

おける汽水域沿岸水域の浅海外洋水域の浅海…

･の変化カミ想定される(糸魚川1971).

写真④

油谷湾層群川尻累中のslum-

pingにより形成された横臥

榴曲構造:岩石は頁岩を挾む

細粒砂岩.山口県油谷町久

原(くばら).�
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写真⑤撤機石玄武岩の柱状節理天然記念物に指定されている.

山口県滴谷町油谷島俵島(油谷町役場総合企画課提供)､

C山陰沿岸地域中央地域に似た海域の変化を示すの

であるが中央地域に比較してひα3303腕ω一助滅ム

α伽灘に相当する凝集は益田および須佐では明瞭で

あるが山陰グリｰン･タフ地域では貧弱～不明で

ある.

また"姥ツ畑刎一0ψ伽〃伽α凝集は欠如するカミ

これは川合･久利累層は備北層群に比較して急速な

堆積カミ行なわれその供給量も多かったためと推定

される(津田1965).須佐ではオウムガイ類の

五柳州刎加0θ刎みおよびアオウミガメ化石カミ採集さ

れている.λ肋肋sp･は浜田からも報告されてい

る.これらは当時の山陰海岸が原対馬海流(Ko･

跳YAs亘IandMムsATAN11955)によって洗われて

いたことを示し原対馬海峡は確かに存在した.

る傾向にある.

山陰西部第三系と周辺地域第三系との関連

目本海溝姦の地質に関する資料カミ欠如することは大き

な痛手であるがこれまでに述べた山陰西部地域益田層

群(および相当層)と瀬戸内地域備北層群山陰グリｰ

ン･タフ地域川合･久利累層および北西九州佐世保層

灘(?)との比較はほぼ第1区および第3表のようにま

とめられるがこの図･表から山陰西部第三系は瀬戸内

地域よりも山陰グリｰン･タフ地域ないしは西海区第三

系に類似していることに気付くであろう.従来山陰西

部地域は瀬戸内地質区ないしはその亜区とする考え方も

あったがまた以下で述べる山陰から北西九州までの地

域の第三系の構造発達を考慮すると浜田益田およ

び須佐の地域は山陰区に含められ油谷湾地域は北～北

酉九州の西海区に含められるという地質区区分(西南同

本新生代研究グノレｰプ1960)の考え方が支持されさ

らに西海区はグリｰン･タフ地域の延長部と見微される

首藤1963;松本(径)1966).

w山陰西部第三系の構造発'連

山陰沿岸地域川合･久利累層ないしは油谷湾層灘の積

成盆への海侵を考完るとき多少の問題もあるが主要

'恋海侵は北～北酉九州沿岸地域から山陰沿岸地域にあっ

みよし

た外洋からの海侵と一部は瀬戸内地域三次付近から大

田一仁摩地域への海侵が推定される.

D島根半島地域“Wψα伽"(一8θ"3"60功初一Z"

刎卯0切Zα)灘およびんθ吻と丹砂6舳㈹壬舳一

助脇Z舳で示される貝類で特徴づけられ陸水域

から外洋の深い冷水環境への急速法変化が推定され

る.

E油谷湾地域岩相層序および小型有孔虫化石灘の項

で述べたように須佐以東の地域と岩相層序が異なる.

したカミって一般に貝化石は小型有孔虫の場合と同様

に少たく八尾一門ノ沢および東別所動物群の層位

による区分が困難である.山陰沿岸地域に比較し

て基盤運動の相違が推定され概して沿岸水域は貧

弱で外洋水域であった.

ここで述べた当時の海域の相違は各積成盆の地形的条

件および基盤運動の相違たどによるものと推定している.

そして筆者の手許にある山陽側備北層灘および山陰側川

合･久利累層などの貝化石はむしろ共通のものが増加す

〆

原対馬海峡㌫

列

一

一

①

ρ

�

℀

第2図前～中期中新世古地理図

①宍道断層②大杜衝上断層③十楽一貝川断層

④俸々川衝上断層⑤相ノ轟推定断層�
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策4表

島根県犬山湾入部薪三乗の地質構造発達吏

(多井1973)

地史区分�堆積盆地の形態�堆積盆地の伸びの方向�最大堆積量(m)�構造運動�おもた地質環境

IV�NW方向に堆積量を増す拡大堆積盆の形成�NE-SW�240+�堆積盆の北上と拡大湾奥部の隆起と削剥�海域の北上と浅海化海底火山活動

����傾動�

lII3�北部と南部でWに開くV字型堆積盆の形成中央部で隆起帯の形成�ENE-WSW�150～200�堆積盆の分化沈降区から上昇区への転化榴曲の開始�海域の拡大泥岩相の優占

����摺曲�

皿2�中央部でWに開くU字型堆積盆の形成�ENE-WSW�650�堆積盆の北方への移動沈降量の急増�激烈た海底火山活動堆横物質の増大堆積型黒鉱鉱床

����傾動�

皿1�南部(湾奥)で孤立型小堆積盆の継続的保存�ENE-WSW�110�堆積盆の停滞沈降量の漸増�生態的に安定した海域の拡大と深化泥岩相の優占

����沈降�

皿�南部(湾奥)で孤立型小堆積盆の形成�E-W�270�堆積盆の拡大沈降量の増大�海域の出現砂岩･礫岩相の優占

����傾動�

I�NWに開くU字型湾入部の形成�NW-SE�370+�NW方向への沈降と傾動�激烈柱陸上火山活動一部淡水相

山陰西部目本海海域では新野(1968)および村内･

浅沼(1969)の調査研究また浜田および萩沖での海底

油田の試掘などから第三系の分布は疑なく早油蛆eta1･

(1969)の宍道一台湾榴曲帯(宍道一台湾摺曲持(EM囲･･t

a1.1969)は宍道榴曲帯(OmKA1937b)とまぎらわしく五

島列島付近以西と以東の部分ではその意義も異なるように思え

る.したカミって別の言葉を用いるのが適当と考えられるが

ここではそのままにしておく)を構成するのは主として川

合･久利累層ないしは油谷湾層灘と推定される.

九州北部において(第2図参照)NE-SW方向相ノ

島推定断層は五島列島東岸に沿って走り佐世保炭田中

央を横切るNE-SW方向佐々川衝上断層につらなり

さらに北九州沿:岸を通過し油谷湾地域E-W方向十

楽一貝川基盤断層に連絡する可能性があ一りこの大構造

線は宍道一台湾地背斜帯の南縁を画する位盧を占め構造

発達史上重要であると考えられている(海底地質調査技

術グノレｰプ1974).

九州における相ノ島から油谷湾へかけてのこの構造線

の推定と同様に山陰地域においても宍道^台湾橘曲帯

と山陰沿岸地域にある川合･久利累層湾入積成盆の境界

す狂わちほぼ現在の山陰海岸線に沿ったNE方向の構造

線を考える必要が生ずる.そして五島列島から島根半

島(大杜)に至る宍道一台湾榴山帯の南を限る構造線の

意義は北西九州から山陰にかけての海域の調査･研究の

進展により次第に明らかにされるであろう.

一方多井(1973)は島根県大田湾入部'(積成盆)にお

ける第三系の地質構造発達史を第4表のようにまとめて

いる.この表において地史区分Iは波多互層灘1Iは

川合累層皿｡～皿｡は久利累層1Vは大森累層にそれぞ

れ相当する.

多井は■以降でENE-WSW方向の積成盆地の伸び

の方向を持つ大田湾入部における地質構造の発達は島根

半島における宍道榴山帯(OUTKA1973b)の発達と調

和的で一連の構造発達と見徹している.また多井の示

した島根半島の地質構造図からは島根半島で認められる

ENE-WSW方向の榴曲軸は大社酉方の海域で日本海海

岸線に沿うようにNE-SW方向に方向を変える様子が

示されている.したカミって相ノ島推定断層と佐々川衝

上断層の延長は島根半島にまで追跡され島根半島の南

縁を限る大杜衝上断層(三位･水野･大和1969;多

井1973)で示されると考える.

次に大田湾入部で認められた第三系の構造発達の過程

が山陰西部あるいは北九州の第三系にどのように認めら

れるかを概観する.

Iの時期に大田積成盆では波多互層鮮はNW方向へ

の沈降と傾動が認められるがこの時期に近い滴谷湾地

域目置層群の積成盆は沈降積成盆の拡大そしてNW

およびW方向へρ傾動を伴った隆起という運動で筑

豊炭田地域芦屋層灘と同様の構造発達の途をたどった.

当時の“芦屋海侵"カ汕陰西部の海域のどこまで及んだ

かは今後の海域調査で明らかにされるであろう.

皿の時期に入って詳細にわたる新第三系の化石によ

る対比が困難であるので山陰から北西九州沿岸地域の構

造運動は同時であるという仮定が設定されるのであるが

大田積成盆と同様に山陰西部でも堆積盆の拡大沈降量

の増大という形式の運動で唐鐘累層益田層灘豊田累

層須佐層灘礫岩(および砂岩)層および滴谷湾層灘伊

上累層Ia層が堆積した.

皿･の時期に大田積成盆ではこれまでE-W方向であ

った積成盆の伸長方向はENE-WSW方向に転向し

積成盆は停滞し沈降量が増大している.ごめ積成盆�
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の伸長方向の転向は益田では安閏累層積成の初期に生じ

ている.油谷湾では油谷湾層灘伊上累層Ib層および

角山累層積成の初期に生じた.

皿･の時期に大田積成盆では積成盆の北方への移動が

あり沈降量は急増する.益岡では益田層灘安田累層

上部須佐では須佐層灘の頁岩層さらに油谷湾では油

谷湾層群伊上累層IC～Id層および川尻累層下部がこの

時期を示すであろう.

皿｡の時期に大田積成盆は分化し沈降区から上昇区

へ転化しENE-WSW方向を軸とする榴曲の形成が始

まる.油谷湾の油谷湾層群伊上累層Ie～Ig層および

川尻累層上部がこの時期を示し傾動を伴った上昇運動

が読み取られENE-WSW方向の櫓由形成が始まって

いたと推定される.

山陰大田積成盆および油谷湾層灘の積成盆にみられた

ような沈降の中心のNW方向への移動そして傾動運

動を伴った陸化の現象は北酉九州の佐世保層群堆積の

末期に認められる(松下1949;浦田1962;OKA-

MOT01965).したカミって山陰地域川合･久利累層とそ

の相当層および北西九州の佐世保層鮮はほぼ同一の構造

発達の過程をたどった可能性が考えられる.その後こ

の地域の北東部島根半島から大田地域では出雲層群の堆

積宍道榴曲帯の完成へと進むことになる.

宍道一台湾榴曲帯上にある宍道櫓曲帯と五島帯(礒見

･他1971)の詳細な比較検討が山陰区と西海区の類似

性と差異を明らかにするための課題となるであろう.

さらに対馬対州層群および壱岐勝本層ではNE-SW方

向たいしはこれに近い方向の榴曲軸を持つ榴曲が認めら

れる(松井1958;松本1969)カミこれら榴曲構造

と宍道丁台湾摺曲帯の構造との関連が今後の問題となる

がこのことは両者の間の海域の調査･研究に侯たねば

匁らぬ.

Vまとめ

山陰西部目本海沿岸地域には20～50km離れて東から

浜岡益田須佐および油谷湾の第三系積成盆カミ分布

するかこれら積成盆の第三系の岩相層序化石およ

び地質構造のあらましを紹介した.

ついで山陰西部地域と山陰グリｰン･タフ地域北～

北西九州地域さらに山陽側瀬戸内地域に分布する第三

系(主として油谷湾層灘川合･久利累層および備北

層群相当層)を岩相層序と層厚火成活動底生小型有

孔虫･貝類化石および構造発達などの点から比較した.

その結果浜田益田および須佐地域の第三系は山陰

グリｰン･タフ地質区に含め油谷湾地域の第三系は北

～北西九州地域の西海区に含めるのが妥当であることを

述べた.

山陰グリｰン･タフ地質区から西海地質区へ移り変る

山陰西部地域の第三系の構造発達は両地質区の構造発

達から把握されるが両地質区の第三系は一連で類似の

構造発達が認められる.すなわち五島列島南東側の相

ノ島推定断層佐世保地域の佐々川衝上断層から油谷湾

地域E-W方向基盤断層を経て山陰海岸線に沿い島

根半島大杜衝上断層に連なるNE-SW方向の大構造線

(推定部分を含む)が考えられる.この構造線がE巫E酊

eta1.(1969)の宍道一台湾摺曲帯の南縁を限り一般に

南側に第三系の小積成盆が認められる.益田層群ない

し油谷湾層群の伸長方向はNE-SW恋いしENE-WSW

方向でこの方向を軸とした構造発達が認められ山陰

グリｰン･タフ地域川合･久利累層および佐世保地域佐

世保層灘の構造発達も同じ傾向を示していることを述べ

た.しかしなカミら第三系の構造発達については今後

山陰から北西九州にかけての海域調査により実証される

べき多くの問題が残されている.(昭和4g年7月7目)

(筆者は広島大学)
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